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【1. 背景と目的】 

 現在，車載通信システムには光ファイバを使用することが期待されており，SI-POF (Step-index 

plastic optical fiber) による 1 Gbpsの高速通信の標準化が進められ，今後は数 Gbps～数十 Gbpsの

伝送速度に向けた開発と標準化が必要となってくる．しかし，現時点で POF を使った通信システ

ムは，車載環境条件下で通信システムが問題なく使用できるかという実証は検討不足であり，フ

ァイバ間の接続部において損失が生じてしまい，振動によるアライメント保持が困難となる．こ

のような光ファイバ間の接続に関する問題を解決する方法として，自己形成 (LISW) 光導波路が

研究されている[1]．本研究では光導波路材料にゲルを用いることで，接着性と弾力性を付与させ

たフレキシブル LISW光導波路の作製に成功したので報告する． 

【2. 実験方法】 

 光導波路材料には，単官能アクリルモノマー，架橋性二官能アクリルモノマー，熱ラジカル重

合開始剤，UV ラジカル重合開始剤，波長 530nm 付近に吸収を持つ色素，共開始剤を用いた．調

製した光導波路材料をガラス基板に充填させ，プレ UV照射を行った後に SI-POF (コア径 980 µm) 

の先端を浸し，波長 532 nmのレーザーを照射することにより LISW 光導波路の成長を確認した． 

【3. 結果および今後の展望】 

 LISW 光導波路は，プレ UV 照射時間 10 秒，

レーザー照射時間 15 分の条件で作製を行った．

作製した LISW光導波路の左から POFを接触さ

せると導波路は剥離することなく，軸ずれを与

えても接着性を有している (Fig. 1 (a) 光軸水平

方向，(b) 光軸垂直方向) ．今後，コア径がより

小さい GI-POF (Graded-index POF) に適用する

ため，ウレタンアクリレートモノマーを用いて

導波路作製の検討を行っていく予定である． 
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